
実験の概要（第１期）
静岡市中心部周辺において以下の実証実験を実施し、８５名の方が体験された

○第１期実験期間 １１月３日～１１月５日

（大道芸ワールドカップでのデモンストレーション）

＜検証項目＞

・イベント時に、中心市街地やイベント会場への
スムーズな移動、回遊のために必要な事項・情報
の抽出
・ハード機器の動作確認、使い勝手など、

ユニバーサルデザインに必要な事項の検証
・無線の通信確認（電波干渉）等、第２期実証実
験に向けた基盤の稼働確認

＜実験内容＞

◇大道芸のパフォーマンスポイントへの経路案内
◇パフォーマンススケジュール
◇インフォメーションセンター場所情報
◇トイレ場所情報

無線マーカ

ICタグシール

ユビキタスコミュニケータ

イベントの魅力向上に必要な情報整理



実験参加者からの意見収集結果（第１期）

・イベントでのサービスの有効性は高く評価された。

・実用化されたときのユーザーの利用意向は高い。

・地図情報に対する高い評価。

現システムでイベントへの有効性は充分である。

＜第一期実証実験の総評＞

・より内容の濃いコンテンツの充実

・情報提供ポイントの増加

・より進歩した移動経路案内の充実




